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2010.10.7 

財団法人 日本サッカー協会 

平成 22 年度 第 6回理事会 

協議事項 

 1. 日本代表ナショナルコーチングスタッフの件 

 

 

 

 

 

 （協議）資料№１ 

Ｕ-21 日本代表ナショナルコーチングスタッフについては以下の通りとし、契約を締結したい。 

監 督     ：関塚 隆 ※日本代表コーチ兼任 

コーチ     ：小倉 勉 

ｱｼｽﾀﾝﾄｺｰﾁ  ：武藤 覚 

 

 2. 技術委員会委員 追加の件 

  （協議）資料№２ 

以下 2名を技術委員として追加したい。 

上田 栄治（うえだ えいじ）  理事／女子委員長 

霜田 正浩（しもだ まさひろ） プロフィール別紙 

  

 3. 2009 年度公認Ｓ級コーチ養成講習会判定結果の件 

  全てのコースを修了し、筆記試験・口頭試験・指導実践・レポート全てにおいて合格したため

下記 3名を公認Ｓ級コーチとして認定したい。 

氏  名 ：大熊 裕司（おおくま ゆうじ） 

指導チーム：セレッソ大阪アカデミーダイレクター兼Ｕ-18 監督 

生年月日 ：1969 年 1月 19 日 

資  格 ：2004 年 公認Ａ級コーチ 

指 導 歴 ：1999 年     アビスパ福岡普及担当コーチ兼アビスパ福岡Ｕ-15 コーチ 

       2000 年     アビスパ福岡サテライトコーチ 

       2001 年     アビスパ福岡Ｕ-12 監督 

       2002 年     アビスパ福岡サテライトコーチ・トップコーチ 

       2003 年     アビスパ福岡トップコーチ 

       2004 年     アビスパ福岡サテライトコーチ 

       2005 年～2006 年 セレッソ大阪ヘッドコーチ 

       2007 年     Ｕ-18 日本代表コーチ 

       2008 年     Ｕ-19 日本代表コーチ 

       2010 年～    セレッソ大阪アカデミーダイレクター兼Ｕ-18 監督 

 

氏  名 ：城 彰二（じょう しょうじ） 

指導チーム：成城大学コーチ 

生年月日 ：1975 年 6月 17 日 
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資  格 ：2010 年 公認Ａ級コーチ 

指 導 歴 ：2008 年～    キリンサッカースクール 

       2008 年～    朝日新聞サッカースクール 

       2009 年～    成城大学体育会サッカー部コーチ 

 

氏  名 ：橋川 和晃（はしかわ かずあき） 

指導チーム：アビスパ福岡アカデミーダイレクター 

生年月日 ：1971 年 5月 2 日 

資  格 ：1997 年 公認Ａ級コーチ 

指 導 歴 ：1994 年     筑波大学蹴球部コーチ 

       1995 年     福岡ブルックスユース（現アビスパ福岡Ｕ-18）コーチ 

                兼ＧＫコーチ 

       1996 年～1999 年 アビスパ福岡Ｕ-12 監督 

       2000 年～2003 年 アビスパ福岡Ｕ-15 監督 

       2004 年～2005 年 アビスパ福岡Ｕ-18 監督 

       2006 年      2006 兵庫国体・福岡県少年男子サッカー監督 

       2007 年      2007 秋田国体・福岡県少年男子サッカー監督 

       2010 年～     アビスパ福岡アカデミーダイレクター 

 

※参考：現Ｓ級コーチライセンス保持者数： 328 名（上記 3名含む） 

 

 4. 殿堂委員会 委員追加の件 

  以下のとおり、殿堂委員を 1名追加したい。ご承認頂くと計 10 名になる。 

2010、2011 年度 財団法人日本サッカー協会 殿堂委員会 委員 追加（案） 

委 員 大仁 邦彌 副会長 

（内規抜粋） 

1.殿堂委員会 

①理事会で委員長を選出する（任期 2年）。 

②委員長が 11名以内の委員を推挙し、殿堂委員会を組織し、理事会で承認を得る（任期 2年）。 

 

 5. Ｕ-17 日本女子代表記念品贈呈の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＦＩＦＡ Ｕ-17 女子ワールドカップ 2010 トリニダード・トバゴにおいて準優勝を遂げたＵ-17

日本女子代表チームの選手、スタッフに対し、以下の記念品を作成し贈呈したい。 

・腕時計（大会名、氏名の刻印入り） 

・集合写真フォトフレーム（選手団氏名、試合結果入り） 

なお、10月 8日(金)に開催される、キリンチャレンジカップ 2010 SAMURAI BLUE － アルゼン

チン代表の試合前にＵ-17 日本女子代表チームの活躍を称え、チームを紹介するセレモニーを実

施する。 
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 6. プレジデンツ・ミッション(ＰＨＱ) 関連事項 

  Ⅰ．2011 年度以降の「Ｍ８.リーグ戦の推進と競技会の整備・充実」支援制度について 

2011 年度から４７ＦＡ公益目的事業等活動支援金に制度が移行することが決定しており、Ｍ

８については別の枠組みで支援することとなっていた。 

2011 年度以降のＭ８支援制度について以下のとおりとしたい。 

【2011 年度】 

2010 年度までのＭ８支援制度を 1年間延長し、2010 年度と同等額を予算として確保する。 

内、Ｕ-15 地域リーグに関しては、更なる環境充実を図るため、2010 年度と比較して重点的

に予算配分を行う。（2010 年度予算総額：1.75 億円） 

＜支援対象リーグ＞ 

・Ｕ-18 都道府県リーグ 

・Ｕ-15 地域リーグ 

・Ｕ-15 都道府県リーグ 

・Ｕ-10/Ｕ-11/Ｕ-12 リーグ 

 

【2012 年度以降】 

2・3・4種年代の各種大会・地域／都道府県リーグに対して別々に支給していた補助金を、「育

成年代リーグ補助金（仮称）」として包括して支給し、都道府県協会にて予算配分を行う。 

但し以下の点について継続して検討したうえで、2012 年度以降の対応を別途提案する。 

・スポンサー関連の検討調整 

・都道府県協会における予算配分の効率性向上 

・都道府県協会における補助金運営管理体制の確立と充実 

 

 


